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　「
第
18
回
海
外
留
学
・
国

際
交
流
フ
ェ
ア
」
が
10
月
５

日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

催
さ
れ
た
。
35
人
が
参
加
、

国
際
交
流
へ
の
理
解
を
深
め

た
。

　
留
学
を
体
験
し
た
専
大
生

６
人
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
ア
メ
リ

カ
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
カ
ナ

ダ
、
メ
キ
シ
コ
で
の
留
学
体

験
を
発
表
。

会
場
か
ら
の

質
問
も
活
発

だ
っ
た
。

　
留
学
生
に

よ

る

異

文

化
理
解
講
座

は
、
カ
ル
ガ

リ
ー
大
学
の

交
換
留
学
生

ジ
ェ
イ
コ
ブ

・
ダ
ニ
エ
ル
・
キ
ュ
ー
ク
さ

ん
が
カ
ナ
ダ
の
魅
力
や
カ
ル

ガ
リ
ー
大
学
に
つ
い
て
語
っ

た
。

　
そ
の
ほ
か
、
留
学
プ
ロ
グ

ラ
ム
や
各
種
講
座
の
個
別
相

談
会
、
国
際
交
流
会
館
見
学

ツ
ア
ー
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん

の
内
容
で
行
わ
れ
た
。
参
加

者
か
ら
「
個
別
相
談
は
学
生

同
士
だ
っ
た
の
で
話
し
や
す

く
、
質
問
も
し
や
す
か
っ

た
」
「
留
学
し
た
い
気
持
ち

が
一
層
強
く
な
っ
た
」
な
ど

の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
同
フ
ェ
ア
は
春
と
秋
の
２

回
開
催
。
次
回
は
２
０
２
０

年
春
の
予
定
。

　
放
浪
者
た
ち
は
ア
メ
リ
カ
を
ど
の
よ
う
に
見
つ

め
、
今
、
ど
こ
に
向
か
っ
て
い
る
の
か
。
こ
れ
が

研
究
の
大
き
な
テ
ー
マ
で
す
。

　
広
大
な
ア
メ
リ
カ
の
大
地
を
さ
す
ら
う
人
々

は
、「
放
浪
者（tramp

）」、「
ホ
ー
ボ
ー（hobo

）」
な

ど
と
言
わ
れ
、
多
く
の
物
語
が
紡
が
れ
て
き
ま
し

た
。
ロ
ー
ド
ム
ー
ビ
ー
は
人
気
で
す
が
、
広
く
文

学
や
音
楽
も
加
え
た
「
ロ
ー
ド
・
ナ
ラ
テ
ィ
ブ

（
移
動
を
め
ぐ
る
物
語
）」
の
系
譜
を
捉
え
直
し
、

19
世
紀
か
ら
現
代
に
至
る
ア
メ
リ
カ
大
衆
文
化
に

お
け
る
放
浪
者
像
を
展
望
。
さ
ら
に
日
本
を
含
め

た
放
浪
者
の
物
語
を
比
較
考
察
し
て
い
き
ま
す
。

　
放
浪
者
の
物
語
は
、
ア
メ
リ
カ
の
理
想
と
現
実

と
表
裏
一
体
で
す
。
マ
ー
ク
・
ト
ウ
ェ
イ
ン
『
ハ

ッ
ク
ル
ベ
リ
ー
・
フ
ィ
ン
の
冒
険
』
の
主
人
公
ハ

ッ
ク
・
フ
ィ
ン
は
プ
ア
・
ホ
ワ
イ
ト
と
呼
ば
れ
る

貧
困
層
の
中
で
生
き
る
少
年
で
す
。
舞
台
は
１
８

４
０
年
ご
ろ
、tramp

が
現
れ
る
時
代
と
一
致
し

ま
す
。
ハ
ッ
ク
は
父
親
の
暴
力
か
ら
逃
れ
、
逃
亡

奴
隷
の
ジ
ム
と
と
も
に
自
由
を
求
め
る
冒
険
を
繰

り
広
げ
ま
す
。
一
方
、
チ
ャ
プ
リ
ン
の
映
画
で

は
、
共
同
体
か
ら
は
み
出
し
た
放
浪
者
が
民
衆
の

人
気
を
集
め
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
物
語
は
、
階
級
や
人
種
問
題
な
ど
現

代
に
も
通
じ
る
根
深
い
問
題
を
は
ら
ん
で
い
ま

す
。
ア
メ
リ
カ
は
自
由
と
平
等
と
民
主
主
義
の
理

念
で
作
ら
れ
た
国
で
あ
る
は
ず
な
の
に
、
現
実
は

必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。
ア
メ
リ
カ
文
化
は

「
ア
メ
リ
カ
と
は
何
か
」
を
常
に
探
求
し
て
い

て
、「
ト
ラ
ン
プ
現
象
」
な
ど
分
断
が
進
む
現
在

も
、
そ
の
問
い
は
続
い
て
い
ま
す
。

　
ア
メ
リ
カ
文
化
研
究
と
し
て
、
ゼ
ミ
で
は
「
思

春
期
文
化
」、
つ
ま
り
10
代
を
め
ぐ
る
物
語
を
テ

ー
マ
に
し
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
文
化
へ
の
関
心

や
憧
れ
は
、
か
つ
て
ほ
ど
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
学
生
に
は
英
語
の
み
な
ら
ず
外
国
の
文
化
に

ぜ
ひ
触
れ
て
ほ
し
い
。
小
説
や
映
画
、
音
楽
な
ど

多
く
の
作
品
を
鑑
賞
し
、
分
析
す
る
こ
と
で
多
様

性
に
気
づ
き
、
私
た
ち
の
周
り
の
世
界
を
も
捉
え

直
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
好
き
な
対
象
に
つ
い
て

言
語
化
し
て
い
く
と
こ
ろ
か
ら
、
学
び
が
深
ま
っ

て
い
く
の
で
す
。

放浪者が紡ぐアメリカの物語

中
垣
　
恒
太
郎

文
学
部
教
授

科
研
費
採
択
研
究
か
ら

（
な
か
が
き
・
こ
う
た
ろ
う
）
慶
應
義
塾
大
学
大
学

院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
。
専
門
は
ア
メ
リ
カ

文
学
、
比
較
メ
デ
ィ
ア
文
化
研
究
。
著
書
に
『
マ
ー

ク
・
ト
ウ
ェ
イ
ン
と
近
代
国
家
ア
メ
リ
カ
』
な
ど
。

秋
の
海
外
留
学
・

国
際
交
流
フ
ェ
ア

留学を体験した６人によるパネルディスカッション

カ
ル
ガ
リ
ー
大
学
の
キ
ュ
ー
ク
さ
ん

司法試験 ７人が合格
法科大学院修了者

　
２
０
１
９
年
の
司
法
試
験

結
果
が
９
月
10
日
、
法
務
省

か
ら
発
表
さ
れ
、
専
修
大
学

法
科
大
学
院
修
了
者
か
ら
７

人
が
合
格
し
た
。
う
ち
４
人

は
今
春
の
修
了
者
だ
っ
た
。

　
合
格
者
は
次
の
通
り
。

柏
木
　
優
孝
さ
ん
（
平
28
）

橋
本
　
隼
人
さ
ん
（
平
29
）

大
西
　
　
龍
さ
ん
（
平
30
）

岡
田
　
　
孟
さ
ん
（
平
31
）

石
島
　
秀
輔
さ
ん
（
平
31
）

大
崎
慎
乃
祐
さ
ん
（
平
31
）

米
原
　
亨
一
さ
ん
（
平
31
）

　
専
大
法
学
部
卒
業
後
、
法

科
大
学
院
で
学
び
、
司
法
試

験
に
合
格
し
た
大
崎
慎
乃
祐

さ
ん
に
話
を
聞
い
た
。

＊
　
＊
　
＊

　
中
学
生
の
時
、
職
業
体
験

で
弁
護
士
に
つ
い
て
調
べ
る

機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
小
学

生
の
頃
か
ら
得
意
だ
っ
た
デ

ィ
ベ
ー
ト
と
裁
判
は
似
て
い

る
と
思
い
、
そ
れ
か
ら
弁
護

士
の
仕
事
を
意
識
し
ま
し

た
。
法
学
部
に
入
学
し
た
時

か
ら
、
法
科
大
学
院
に
進
み

司
法
試
験
を
目
指
す
こ
と
は

心
に
決
め
て
い
ま
し
た
。

　
刑
法
が
苦
手
だ
っ
た
の
で

克
服
し
よ
う
と
、
法
学
部
で

は
刑
法
の
寺
島
秀
昭
ゼ
ミ
に

入
り
ま
し
た
。
勉
強
で
は
基

本
を
お
ろ
そ
か
に
し
な
い
こ

と
を
肝
に
銘
じ
て
い
ま
す
。

何
度
も
基
本
事
項
を
確
認
す

る
こ
と
は
地
道
で
手
間
の
か

か
る
作
業
で
す
が
、
手
を
抜

く
と
自
分
の
身
に
な
ら
な
い

と
思
う
か
ら
で
す
。

　
法
科
大
学
院
２
年
次
の
冬

か
ら
は
学
生
同
士
で
自
主
ゼ

ミ
を
開
催
。
同
期
の
岡
田
さ

柏木優孝さん

橋本隼人さん

大西龍さん

岡田孟さん

石島秀輔さん

大崎慎乃祐さん

米原亨一さん

　
大
学
院
文
学
研
究
科
澤
研

究
室
の
大
北
碧
さ
ん
（
日
本

学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
・

Ｐ
Ｄ
）、
澤
幸
祐
教
授
（
学

習
心
理
学
）
ら
の
論
文
が
、

日
本
認
知
科
学
会
論
文
賞
を

受
賞
し
た
。

　
論
文
題
目
は
「
ヒ
ト
｜
ウ

マ
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
お

け
る
『
人
馬
一
体
』
感
と
は

何
か
？
」（『
認
知
科
学
』

２
０
１
８
年
25
巻
４
号
掲

載
）。
筆
者
は
ほ
か
に
、
二

瓶
正
登
さ
ん
（
院
文
博
２
、

心
理
学
専
攻
）、
西
山
慶
太

さ
ん（
平
21
商
、本
学
職
員
）。

　
騎
手
が
感
じ
る
人
馬
一
体

感
と
は
ど
の
よ
う
な
感
覚

で
、
ど
の
よ
う
な
時
に
そ
の

感
覚
が
生
じ
る
の
か
明
ら
か

に
し
た
。

　
９
月
６
日
、
日
本
認
知
科

学
会
第
36
回
大
会
（
静
岡
大

学
）
で
授
賞
式
が
あ
っ
た
。

日本認知科学会論文賞

澤研究室・大北さんら受賞

論
文
賞
を
受
け
取
る
大
北
さ
ん（
右
）

　
国
際
交
流
協
定
校
な
ど
か

ら
の
短
期
留
学
生
が
日
本
語

を
学
ぶ
「
秋
期
日
本
語
・
日

本
事
情
プ
ロ
グ
ラ
ム
お
よ
び

日
本
理
解
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｂ

Ｃ
Ｌ
）」
が
始
ま
っ
た
。
開

講
式
と
ウ
ェ
ル
カ
ム
パ
ー
テ

ィ
ー
が
９
月
24
日
、
生
田
キ

ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
、
奥

村
経
世
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

長
や
学
生
ら
が
歓
迎
し
た
。

　
受
講
す
る
短
期
留
学
生
34

人
は
、
初
級
か
ら
上
級
ま
で

６
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
て
日
本

語
を
勉
強
し
、
う
ち
24
人
は

Ｂ
Ｃ
Ｌ
で
日
本
の
ビ
ジ
ネ
ス

や
文
化
を
学
ぶ
。

　
豪
州
の
ビ
ア
ン
カ
・
ヤ
ン

・
マ
ヌ
エ
ラ
さ
ん
は
働
き
な

が
ら
ウ
ー
ロ
ン
ゴ
ン
大
学
で

会
計
学
を
学
ん
で
い
る
。

「
20
年
ほ
ど
前
に
日
本
に
短

期
間
滞
在
し
た
。
日
本
に
留

学
す
る
の
は
そ
の
時
か
ら
の

夢
。
日
本
語
は
独
学
で
４
年

間
学
ん
だ
が
、
ま
だ
ま
だ
。

楽
し
み
な
が
ら
勉
強
し
た

い
」
と
決
意
を
話
し
た
。

　
ド
イ
ツ
の
ト
リ
ー
ア
大
学

か
ら
来
た
Ｂ
Ｃ
Ｌ
受
講
の
ス

テ
フ
ェ
ン
・
マ
ン
フ
レ
ッ
ド

ゲ
ル
ト
・
ヴ
ュ
ン
シ
ュ
マ
ン

さ
ん
は
「
子
ど
も
の
時
か
ら

日
本
の
文
化
や
歴
史
に
興
味

が
あ
り
、
日
本
学
が
あ
る
ト

リ
ー
ア
大
学
に
入
学
し
た
。

専
攻
は
法
学
で
、
ド
イ
ツ
と

日
本
の
法
律
を
学
ん
で
い

る
。
日
本
語
を
勉
強
す
る
と

と
も
に
日
本
の
文
化
に
た
く

さ
ん
触
れ
て
い
き
た
い
」
と

目
を
輝
か
せ
た
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
12
月
14
日

ま
で
。
受
講
生
は
国
際
交
流

会
館
で
寮
内
留
学
プ
ロ
グ
ラ

ム
受
講
の
日
本
人
学
生
と
生

活
を
共
に
す
る
。

同
期
で
切
磋
琢
磨

ん
、
石
島
さ
ん
、
米
原
さ
ん

と
毎
週
５
問
の
答
案
を
書
く

こ
と
を
目
標
に
し
ま
し
た
。

１
問
の
回
答
は
Ａ
４
用
紙
８

枚
。
５
問
だ
と
最
大
40
枚
に

も
な
り
ま
す
。
全
科
目
を
対

象
に
問
題
を
出
し
合
い
ま
し

た
。
き
つ
か
っ
た
け
れ
ど
、

と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。
ほ
か
の
人
の
回
答
を
見

る
と
、「
こ
う
い
う
考
え
方

も
あ
る
ん
だ
」
と
刺
激
に
な

り
ま
し
た
。
切
磋
琢
磨
し

て
、
４
人
と
も
一
発
合
格
。

祝
杯
を
あ
げ
ま
し
た
。

　
祖
母
が
福
島
県
に
住
ん
で

い
た
の
で
、
被
災
地
の
復
興

支
援
の
力
に
な
り
た
い
と
の

思
い
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て

多
角
的
な
視
点
で
依
頼
者
を

救
い
た
い
。
ま
ず
は
司
法
修

習
に
し
っ
か
り
取
り
組
み
、

将
来
の
道
を
考
え
た
い
と
思

い
ま
す
。

目
輝
か
せ
日
本
を
学
ぶ

短
期
留
学
生
34
人
が
来
日

マヌエラさん

ヴュンシュマン

さん

ウェルカムパーティーで抱負を語る留学生

大
崎
さ
ん
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